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研究概要・成果

応用分野、実用化可能分野

D＋D核融合反応や軽い原子核構造の計算などへの応用が期待される

近年、新たなエネルギー源として核融合が注目されている。最も単純な核融合反応は重陽子（D）の核融合、D+D→3H＋H、3He+nである。
核融合は核力のはたらきにより起こるが、核力は非常に複雑な相互作用であるため、その融合反応の精密計算は十分に行われていない。

複雑な核力の効果を量子力学的に模倣するモデルを考察する

研究の内容

①短距離相関→ ガウス関数をユニタリー変換する

Cr

②四重極相関 → ガウス関数をx、y平面にシフトする
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大きな斥力がはたらく
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研究の背景と目的

研究の背景

研究の目的

重陽子の厳密解

モデル

重陽子のシュレディンガー方程式を

厳密に解く。
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結果とまとめ

①重陽子の量子力学的方程式を厳密に解いた ③厳密解をガウス関数でモデル化することに成功した

②重陽子の確率分布を可視化し、厳密解の特徴を分析した
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厳密解をガウス関数でシミュレートする

確率密度分布

Ψ

短距離相関

陽子、中性子が反発する Y2型の変形

ハミルトニアン 波動関数
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シフト演算子

ガウスの中心を
ずらす演算子
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